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　目的　家庭で使用する各種洗剤による水汚染への対策として、台所用に洗剤なしで油汚

れを落とす家庭用ワイパーが開発されてきた。本研究では前前回、前回に引き続き、家庭

用ワイパーの拭き取り効果と拭き取り機構について検討した。今回は拭き取り対象板を増

やし、付着対象板による拭き取り性の違いを中心に報告する。

　試料　メルトブローンＰＰ不織布（三井石油化学工業より提供）から成る家庭用ワイパ

ーを試料とし、これに親水加工を施したものと未加工のものを用いた。これらは繊維径が

3.5μｍ程度の極細繊維である。比較試料として市販のスポンジ、キッチンペーパー、キム

ワイプに加え、繊維径が15～25μｍ程度のＰＰ不織布２種類を比較試料とした。拭き取る

油汚れ成分としては市販のサラダ油を使用した。

　実験方法　ガラス板、ＰＰ板、陶器板、ステンレス板、すりガラス板の上にサラダ油を

滴下し、回転板に取り付けた試料（各々乾燥状態と湿潤状態の２通り）で拭き取った。拭

き取り後の油の量の測定し、この残油量によって拭き取り効果を評価した。

　結果　残油量は家庭用ワイパーが最も少なく、拭き取り効果は最も優れている。疎水性

の試料は湿潤時に拭き取り効果が向上したが、親水性のセルロース系では水があると拭き

取り性が低下した。拭き取り対象板による違いでは、全体としてみると表面の凹凸の影響

が大きく、ガラス板が最も残油量が少なく、ＰＰ板、陶器板、ステンレス板、すりガラス

板の順に拭き取りが悪くなった。

2 Ma－2 市販パンティストッキング布及びサポート糸の吸水特性
奈良女大生活環境○長田真寿美　諸岡英雄　　富山大教育諸岡晴美

【目的】パンティストッキング（以下P Sとする）を着用し発汗した場合，べたつき等の

不快感を生じることがある．この湿潤時の不快感を改善するための基礎資料として, 各種

P S布及びサポートタイプP Sに使用されているサポート糸の吸水特性を明らかにする.

【方法】①ＰＳ布の吸水特性は，水平に設置したＰＳ布の肌に触れる面と，スライドグラ

スにのせた0. 05raiの水滴を接触させた後の吸水重量と濡れ広がり面積から検討した．試料
は，交編サポート９種，ソッキサポート・3種，コンジュゲート２種，シアー･ウーリータ

イプ各１種の計16種を用いた．そのうち12種は吸汗加工の表示があった．供用試料にはＰ

Ｓを円筒モデルに装着して一定比に伸長させ，台紙に固定したものを用いた．伸長比はコ

ース方向が. 4.1以内,ヴェール方向が1.1以内（置寸比）にした. ②サポート糸の吸水特
性は，サポート糸の一端を着色した蒸留水中に浸けたときの吸水高さから検討した．試料

は,①の実験で濡れ広がり面積が1. 5om^以上の交編サポートタイプ２種のサポート糸を用

いた．サポート糸はそれぞれシングルカバリング糸とダブルカバリング糸（以下S C Y,

ＤＣＹとする）で. D C Yは芯糸のポリウレタン糸にナイロン糸とシルク糸でカバリンさ

れている．供用試料には，a寸lOcmのサポート糸に５段階の張力（0.5.1.2.3,49重）をか

けて伸長させ台紙に固定したものを用いた.

　【結果】①濡れ広が･り面積は.16種中９種が0. 3cm^以上あった.②吸水高さは, S C Yの場
合,張力が大きくなると上昇しやすく, D C Yでは，逆の結果が得られた. 2 0分後の吸

水高さは，張力0.59重のとき，ＤＣＹがS C Yの約8.5倍であった．
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